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環
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
広
域

な
自
由
貿
易
圏
を
形
成
す
る
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
政
府
間
交
渉
が
佳
境
を
迎
え
て

い
る
。
自
由
貿
易
の
要
で
あ
る
関

税
撤
廃
は
参
加
国
の
国
内
産
業
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ

り
、
各
国
は
自
国
に
少
し
で
も
有

利
と
な
る
よ
う
交
渉
を
進
め
て
い

る
一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
実
現

す
る
た
め
に
譲
歩
す
る
領
域
に
つ

い
て
も
模
索
さ
れ
て
い
る
。
年
内

の
妥
結
は
、
各
国
の
交
渉
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
合
意
形
成
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
に
大
き
く
か

か
っ
て
い
る
。

輸
出
入
増
加
で
追
い
風

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
関
税
分
野
で
あ

る
「
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス
（
物
品

の
関
税
撤
廃
・
削
減
）
」
や
「
サ

ー
ビ
ス
貿
易
」
の
み
で
は
な
く
、

非
関
税
分
野
で
あ
る
「
投
資
」「
競

争
政
策
」「
知
的
財
産
」お
よ
び「
政

府
調
達
」
な
ど
に
つ
い
て
の
ル
ー

ル
作
り
に
加
え
、
新
し
い
分
野
と

し
て
「
環
境
」
「
労
働
」
「
分
野

横
断
的
事
項
」
を
含
ん
だ
包
括
的

協
定
と
し
て
交
渉
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

３
月
25
日
に
公
表
さ
れ
た
政
府

統
一
試
算
に
よ
る
と
、
関
税
撤
廃

に
よ
っ
て
我
が
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
は
約
３
・
２
兆

円
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
内
訳
は
、
消
費
３
・
０
兆
円
増
、

投
資
０
・
５
兆
円
増
、
輸
出
２
・

６
兆
円
増
、
輸
入
２
・
９
兆
円
増

と
な
っ
て
い
る
。
物
品
の
移
動
が

起
き
る
「
消
費
」
及
び
「
輸
出
入
」

が
増
加
す
る
こ
と
は
、
物
流
業
界

と
し
て
追
い
風
の
影
響
と
な
る
。

特
に
、
輸
入
増
加
は
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
減
少
さ
せ
る
が
、
財
の
移
動
を

伴
う
た
め
に
、
物
流
需
要
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
は
留
意
す
る
べ
き
で

あ
る
。

国
際
分
業
、更
に
加
速

　

実
際
に
、
自
由
貿
易
先
進
国
で

あ
る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿

易
協
定
）
締
結
前
後
の
メ
キ
シ
コ

に
お
け
る
貿
易
量
を
例
に
取
り
、

そ
の
貿
易
量
の
推
移
を
見
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
は
、
メ
キ
シ

コ
・
米
国
間
の
輸
出
入
の
増
大
に

大
き
く
寄
与
し
、
締
結
前
で
あ
る

１
９
９
３
年
の
貿
易
額
８
８
２
億

㌦
（
輸
出
額
と
輸
入
額
の
合
算
）

と
比
べ
る
と
、
締
結
後
で
あ
る
97

年
の
貿
易
額
は
１
７
６
４
億
㌦
と

約
2
倍
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後

も
、
多
少
の
変
動
は
あ
る
も
の
の

順
調
に
拡
大
し
、
２
０
１
１
年
に

は
、
貿
易
額
４
４
８
８
億
㌦
（
輸

入
額
１
７
４
４
億
㌦
、
輸
出
額
２

７
４
４
億
㌦
）
を
記
録
し
た
。
メ

キ
シ
コ
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
貿
易
額
増
加
に

多
大
に
寄
与
し
た
の
は
、
製
造
業

の
国
際
分
業
化
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
に
お
い
て
は
、
特
に
自
動
車

産
業
で
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
産

業
集
積
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
カ

ナ
ダ
で
は
、
労
働
集
約
的
な
生
産

工
程
は
メ
キ
シ
コ
に
拠
点
が
移
動

し
た
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
国
内
で
の

自
動
車
生
産
台
数
は
増
加
を
し

た
。物
品
貿
易
の
自
由
化
と
投
資
・

サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
が
複
合
的
に

作
用
し
、
メ
キ
シ
コ
は
雇
用
効
果

を
享
受
し
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ

は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
す
る
と

い
う
、
域
内
の
最
適
生
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。

　

現
在
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア

で
は
、
製
造
業
の
国
際
分
業
化
が

進
展
し
て
い
る
。
日
系
グ
ロ
ー
バ

ル
製
造
企
業
は
、
日
本
国
内
に
お

け
る
市
場
の
縮
小
お
よ
び
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
の
拡
大
と
と
も
に
、
製

造
を
ア
ジ
ア
中
心
に
国
際
分
業
化

さ
せ
、
国
際
輸
送
に
よ
っ
て
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
を
結

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

図
１
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

地
域
別
・
財
別
の
輸
出
額
の
推
移

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
東
ア
ジ
ア
で
は
同
一
域

内
へ
の
輸
出
が
伸
び
て
お
り
、
特

に
中
間
財
で
あ
る
「
加
工
品
」「
部

品
」
の
増
加
が
著
し
い
。
近
年
、

東
ア
ジ
ア
は
巨
大
消
費
地
と
し
て

の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
実

は
東
ア
ジ
ア
は
分
業
化
さ
れ
た
製

造
拠
点
と
し
て
の
存
在
感
が
大
き

い
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。

　

図
２
は
、
日
系
製
造
業
の
業
種

別
の
国
際
分
業
化
の
度
合
い
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
情

報
通
信
機
器
」「
業
務
用
機
械
」「
電

気
機
械
」
「
生
産
用
機
械
」
な
ど

い
わ
ゆ
る
「
電
機
」
分
野
に
お
い

て
、
ア
ジ
ア
海
外
現
地
法
人
で
の

海
外
販
売
調
達
率
が
高
く
、
ま
た

輸
出
入
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、

国
際
分
業
化
が
進
ん
で
い
る
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
圏
内
で

は
国
際
分
業
化
が
既
に
進
展
し
て

い
る
が
、
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
関

税
・
非
関
税
障
壁
が
撤
廃
さ
れ
る

こ
と
で
貿
易
コ
ス
ト
が
下
が
り
、

更
に
国
際
分
業
が
加
速
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
っ
て
国
際
分
業
化
が
進
む
業
界

に
つ
い
て
は
物
流
需
要
が
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
項
目
「
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
原
則
、
最
終
的
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
間
の
貿
易
に
お
け

る
関
税
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
国
内
産
業
保
護
の
観

点
か
ら
、
い
ず
れ
の
国
も
関
税
撤

廃
品
目
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検

討
・
交
渉
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
業
界
に
お
い

て
関
税
撤
廃
が
起
こ
る
か
を
注
視

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

顧
客
ニ
ー
ズ
高
度
化

　

こ
の
よ
う
に
自
由
貿
易
圏
へ
の

参
画
に
よ
っ
て
製
造
業
の
国
際
分

業
化
が
進
展
す
る
こ
と
で
、
物
流

需
要
は
高
ま
る
一
方
、
荷
主
で
あ

る
製
造
企
業
か
ら
の
物
流
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
高
度
化
の
期
待
は
強

く
な
っ
て
い
る
。

　

国
際
分
業
化
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー

バ
ル
製
造
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
複
雑
化
す
る
一
方
、
メ
ー
カ

ー
独
自
で
生
産
性
を
上
げ
て
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と

が
限
界
に
き
て
い
る
。
ま
た
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・
長
距
離
化
す
る
に
従
っ
て
グ

ロ
ー
バ
ル
物
流
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
中
、

物
流
に
か
か
る
全
て
の
業
務
を
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
動
き
が
活

発
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

欧
米
物
流
企
業
で
は
Ｄ
Ｈ
Ｌ
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、
こ
と
し
６

月
よ
り
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
社
と
リ

ー
ド
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
契
約
を
結
び
、

同
社
グ
ル
ー
プ
会
社
・
コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ
物
流
の
事
業
を
継
承
し

た
。
ま
た
、
日
系
で
は
日
本
通
運

が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
物
流
子
会
社

の
事
業
を
継
承
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
物
流
合
弁

企
業
を
設
立
し
た
。
こ
う
し
た
戦

略
的
業
務
提
携
の
動
き
は
、
荷
主

企
業
の
高
度
化
し
た
ニ
ー
ズ
へ
対

応
し
た
事
例
で
あ
る
。

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
追
求
を

　

こ
れ
ま
で
は
、
荷
主
企
業
が
地

域
・
輸
送
手
段
ご
と
に
配
送
や
倉

庫
作
業
な
ど
を
外
部
に
委
託
し
な

が
ら
自
社
で
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
運
営
し
て
き
た
。
今
後
は
、

物
流
市
場
の
環
境
変
化
の
中
、
我

が
国
物
流
企
業
が
、
荷
主
企
業
へ

の
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応
を

志
向
し
、
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
中
核
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
た
だ
し
、
大
手
企
業
と
中
堅

中
小
企
業
と
で
は
そ
の
役
割
が
異

な
る
は
ず
で
あ
る
。
大
手
企
業
お

よ
び
中
堅
中
小
企
業
が
担
う
べ
き

役
割
を
図
３
に
示
す
。

　

大
手
企
業
の
場
合
は
、
ワ
ン
・

ス
ト
ッ
プ
で
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対

応
す
る
一
気
通
貫
の
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
業
界

や
顧
客
に
応
じ
た
物
流
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

る
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

輸
送
・
保
管
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

管
理
か
ら
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の

活
用
ま
で
を
社
内
外
の
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
一
手
に
担
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
欧
米
物
流
企
業
に
対

し
て
競
争
優
位
性
を
確
保
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
旺
盛
な
物
流
需

要
を
取
り
込
ん
で
更
な
る
成
長
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
中
堅
中
小
企
業
の
場
合

は
、
大
手
企
業
と
同
様
の
展
開
は

難
し
い
。
む
し
ろ
大
手
企
業
と
連

携
し
、
大
手
企
業
の
ワ
ン
・
ス
ト

ッ
プ
体
制
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
中
堅
中
小
企
業
は
、

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
や
荷
扱
い
・

配
送
に
お
け
る
正
確
か
つ
効
率
的

な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
特
定

分
野
に
お
け
る
き
め
細
か
い
サ
ー

ビ
ス
に
定
評
が
あ
る
。
こ
う
し
た

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
武
器

に
、
大
手
企
業
が
対
応
で
き
な
い

領
域
で
エ
ッ
ジ
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
大
手
企
業
と
共
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
我
が
国
物
流

企
業
の
需
要
増
を
も
た
ら
す
一

方
、
欧
米
物
流
巨
大
企
業
の
市
場

参
入
も
促
し
、
物
流
市
場
に
お
け

る
競
争
を
激
化
さ
せ
る
で
あ
ろ

う
。
我
が
国
物
流
企
業
は
、
激
し

い
競
争
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
グ

ロ
ー
バ
ル
製
造
業
な
ど
の
高
度
な

物
流
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
。
物
流
サ
ー
ビ
ス

の
高
度
化
・
多
様
化
と
同
時
に
経

営
の
効
率
化
を
推
し
進
め
、
我
が

国
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
物
流
企
業
が

誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ＴＰＰ参加後の物流業界

需要増の一方で競争激化
荷
主
ニ
ー
ズ
、よ
り
高
度
に

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
武
器

日
本
総
合
研
究
所

日
本
総
合
研
究
所

副
主
任
研
究
員　

副
主
任
研
究
員　

千
葉　

岳
洋

千
葉　

岳
洋

図２ 日系製造業現地法人の国外売上・調達比率（アジア /２０１０年）

注：経済産業省「通商白書 2012」を基に筆者作成。バブルの大きさは、
　　海外現地法人の総売り上げ・総仕入れ規模の大きさを表わす

　

ち
ば
・
た
か
ひ
ろ　

日
本

総
合
研
究
所
総
合
研
究
部
門

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部

（
東
京
）
、
オ
リ
ン
パ
ス
に

て
貿
易
実
務
お
よ
び
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
改
革
な
ど
一
貫

し
て
物
流
に
携
わ
る
。
２
０

０
９
年
日
本
総
合
研
究
所
に

入
社
し
、
現
職
に
至
る
。
専

門
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
、

経
営
管
理
・
グ
ル
ー
プ
経
営

改
革
。
米
国
公
認
会
計
士
。

　

最
近
、
発
表
さ
れ
る
数
字
は
恐
ろ
し

い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
国
土
交

通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年

時
点
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
従
事
す

る
労
働
者
数
は
約
１
０
３
万
人
で
、
こ

の
う
ち
運
転
者
が
73
・
３
％
を
占
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
約
75
万
人
で
す
。
内

訳
は
、
50
歳
以
上
が
30
％
、
40
歳
か
ら

49
歳
が
35
％
程
度
、
60
％
以
上
が
中
高

年
で
、
年
々
、
平
均
年
齢
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

15
年
に
は
約
14
万
人
が
不
足
す
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
運
転
者

70
万
人
の
20
％
近
い
数
字
で
す
。
日
本

全
体
の
労
働
力
は
減
り
つ
つ
あ
り
、
20

年
に
は
今
よ
り
３
６
１
万
人
も
減
り
、

30
年
に
は
８
４
５
万
人
も
減
る
そ
う
で

す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

他
方
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
星

野
良
三
会
長
）
の
発
表
で
は
、
09
年
か

ら
の
４
年
間
で
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
燃

料
費
負
担
額
が
６
４
０
０
億
円
増
え
た

そ
う
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
全
体
で
燃

料
費
は
１
・
５
兆
円
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
ら
、
30
％
近
い
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
事
業
は
や
っ
て

い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
「
新
幹
線

で
貨
物
を
輸
送
す
る
」
と
い
う
話
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
国
交
省

や
自
民
党
な
ど
か
ら
出
て
き
た
も
の
で

は
な
く
、
有
識
者
が
そ
う
い
う
発
言
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
一
昨
年
、
北
海
道
の

研
究
会
に
行
っ
た
時
に
も
こ
ん
な
話
が

出
て
い
ま
し
た
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
通

っ
て
北
海
道
新
幹
線
が
函
館
ま
で
延
び

た
時
の
話
で
す
。

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
新
幹
線
が
通
る

と
、
旅
客
の
在
来
線
は
な
く
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
貨
物
だ
け
が
在
来
線
と
な
る

の
で
す
が
、
新
幹
線
と
は
ス
ピ
ー
ド
が

違
う
か
ら
邪
魔
に
な
り
ま
す
。
新
幹
線

が
在
来
線
並
み
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
北
海
道
は
鉄

道
貨
物
に
と
っ
て
金
城
湯
池
。
北
海
道

内
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
か
ら
本
州
に

行
く
荷
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
車
台
の
み
を
新
幹
線
仕
様

に
し
、
こ
の
上
に
貨
車
を
乗
せ
る
と
い

う
手
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
実
際
に
研
究

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
な
る
と
新
幹
線
仕
様
の
貨
車
用
の
車

台
を
新
た
に
造
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に

函
館
と
青
森
辺
り
に
貨
車
積
み
換
え
用

の
大
き
な
操
車
場
、
物
流
セ
ン
タ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
あ
、
場
所
は
あ

り
ま
す
が
。

　

「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
貨
物
新
幹
線
を

走
ら
せ
た
ら
ど
う
だ
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
。
函
館
郊
外
に
巨
大
な
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
設
け
、
北
海
道
か
ら
本
州
に
行

く
貨
物
を
集
約
し
ま
す
。
貨
物
用
の
新

幹
線
に
積
み
込
ん
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
に

入
り
、
本
州
に
向
か
い
ま
す
。

　

「
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
中

だ
け
貨
物
新
幹
線
を
走
ら

せ
る
の
か
」
と
い
う
質
問

も
あ
り
ま
し
た
。
「
も
の

す
ご
い
無
駄
だ
」
と
い
う

わ
け
で
す
。
「
い
っ
そ
の

こ
と
、
そ
の
ま
ま
貨
物
新

幹
線
の
ま
ま
で
東
北
新
幹

線
に
乗
り
、
東
京
ま
で
走

ら
せ
た
ら
ど
う
だ
」
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
す
。
１

日
１
本
、
函
館
か
ら
東
京

タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
荷
物
を

積
ん
だ
貨
物
新
幹
線
が
走

る
の
で
す
。
こ
れ
は
グ
ッ

ド
・
ア
イ
デ
ア
で
す
。
新

幹
線
が
札
幌
ま
で
延
び
た

ら
札
幌
近
郊
に
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
作
る
。
東
北
新
幹
線

は
東
海
道
新
幹
線
の
よ
う

に
ダ
イ
ヤ
が
密
で
な
い
か

ら
「
い
く
ら
で
も
大
丈
夫
だ
」
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

す
る
と
今
度
は
「
東
海
道
新
幹
線
に

貨
物
列
車
を
走
ら
せ
よ
う
」
と
い
う
声

が
出
て
き
ま
し
た
。
燃
料
価
格
高
騰
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
排
出
量
抑
制
に
対
処
す
る
た
め

に
は
、
荷
物
が
大
量
に
流
れ
る
東
京
―

大
阪
に
１
日
１
編
成
の
貨
物
新
幹
線
を

走
ら
せ
れ
ば
良
い

―
と
い
う
提
案
で

す
。

　

実
は
私
は
以
前
か
ら
、
「
東
海
道
貨

物
新
幹
線
を
走
ら
せ
た
ら
面
白
い
」
と

言
っ
て
き
ま
し
た
。
75
年
ご
ろ
、
当
時

の
通
商
産
業
省
が
「
東
海
道
ベ
ル
ト
ラ

イ
ン
」
と
い
う
の
を
考
え
て
お
り
、
私

も
そ
の
研
究
に
関
係
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
海
道
に
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

ー
を
敷
く
の
は
お
金
も
掛
か
る
し
、
そ

の
流
れ
を
作
る
ほ
ど
の
荷
物
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
な
ら
新
幹
線
に
貨
物
専
用

列
車
を
走
ら
せ
る
方
が
現
実
的
だ
と
考

え
た
の
で
す
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
最
初
に
東

海
道
新
幹
線
が
で
き
た
時
に
は
「
貨
物

新
幹
線
を
走
ら
せ
る
」
計
画
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
旅
客
会
社
に
よ
る
と
「
昼

は
ダ
イ
ヤ
が
空
い
て
い
な
い
。
夜
は
検

査
の
た
め
で
だ
め
」
だ
そ
う
で
す
が
、

１
日
１
編
成
な
ら
時
間
は
取
れ
る
そ
う

で
す
。
東
北
新
幹
線
、
東
海
道
新
幹
線
、

山
陽
新
幹
線
に
１
日
１
本
の
貨
物
列
車

を
夜
間
走
ら
せ
る
の
は
、
物
理
的
に
可

能
で
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
期
待
は
持
て
る
の

で
す
が
、
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
体
誰
が
行
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
当
然
、
貨
物
新
幹
線
自
体
を
作
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
投
資
は
誰
が
行
う

の
か
。
東
海
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
、

東
日
本
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
、

西
日
本
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
は

や
り
た
が
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
日
本
貨

物
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
）
に
そ
の
負
担
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
客
観
的
に
見
れ
ば
「
あ
っ

て
も
イ
イ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
が
、
主
観
的
に
見
れ
ば
（
誰

の
主
観
か
は
分
か
ら
な
い
が
）
、
問
題

は
多
い
の
で
す
。
た
だ
、
客
観
的
に
見

た
と
言
っ
て
も
、
新
幹
線
が
１
日
１
編

成
走
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
も
燃
料
問
題
も
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
も
ほ
と
ん
ど
影
響
は
無
い
は
ず
で

す
。
私
が
言
う
「
あ
っ
て
も
い
い
な
」

と
い
う
こ
と
は
可
能
性
だ
け
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
問
題
を
解
決
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
世

界
の
高
速
鉄
道
で
貨
物
専
用
と
い
う
の

は
存
在
し
な
い
か
ら
日
本
が
初
め
て
行

な
う
と
い
う
の
は
「
面
白
い
か
な
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
話
は
サ
プ
ラ
イ
・
サ

イ
ド
か
ら
の
も
の
で
す
。
こ
う
い
う
の

は
デ
マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
か
ら
攻
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
荷
主
に
と
っ
て
貨
物

新
幹
線
は
ど
う
な
の
か
。
実
は
こ
の
話

は
、
環
境
省
な
ど
が
主
催
す
る
政
策
コ

ン
テ
ス
ト
で
優
秀
提
言
に
選
ば
れ
た
Ｊ

Ｒ
九
州
の
元
社
長
の
石
井
幸
孝
氏
と
久

留
米
大
学
の
大
矢
野
栄
次
氏
に
よ
る
共

同
提
案
「
新
幹
線
列
島
大
動
脈
の
夜
間

物
流
へ
の
活
用
」
を
読
ん
で
書
い
て
み

た
の
で
す
。

　

政
策
提
言
で
す
か
ら
国
が
ど
う
考
え

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

神奈川大学名誉教授

貨
物
新
幹
線

貨
物
新
幹
線

ドライバー不足の解決策？


